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ビ ュ トー ル の 『ピ カ ソ=迷 宮 』

   お よ び そ の 転 生(3)

林 栄 美 子

第五章 『ピカ ソ=迷 宮 』 の転生

 前 回 までの二 回の論述 で は、 ミシ ェル ・ビュ トールの1986年 の 作品 『ピカ

ソ=迷 宮』Picasso-Labyrinthe 1)に つ い て、 その多 声的 ・多層的 な構造 を 明

らかに しつ つ、読解 を試 み てきた。

 『ピカ ソ=迷 宮』 の テ ク ス トは、10年 後 の1996年 に 、 『土 地 の 精 霊』Le

G駭ie du lieuシ リーズ を 締 め く く る、第5巻 『ジ ャイ ロ ス コープ』

Gyroscopeの 一 部 となって、我 々の前 に再 び姿 を現 してい る。第 一 回論述 の

序論 に も書 いた とお り、 まさにその こ とが 、 この 『ピカソ=迷 宮 』を  ピ

カ ソと闘牛 のイマ ージ ュと ミノタ ウロスをめ ぐるク レタの伝承 がち りぽめ ら

れ、写 真家 ア ン ドレ ・ヴィレールの作品 と組 み合わ された、 この魅力的 な作

品 を  あ らため て再読 し、論 じるきっかけ となった。

 ビ ュ トールの長年 にわ た る精力 的な創作活動 の中 で、そ の変貌 の過程 を端

的 に映 しつつ 、 しか も全体 を支 え る背骨 の よ うな役割 を果た して きた のは、

『土地 の精霊 』 シ リーズで あ る。1958年 に第1巻 が 出 され てか ら、 あたか も

息 の長 い間欠泉 の よ うに続 いてきた この シ リーズを、実に38年 目に収束す べ

く出版 され た、第5巻 『ジャイ ロス コープ』 とはいかな る書物 なのか。 その

中 に 『ピカ ソ=迷 宮』 は どの よ うに姿を変 えて転生 してい るのか。 本論第五

章 ではそ こに注 目してい くこ とにす る。
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1 『ジ ャイ ロスコー プ』の相貌

 『土地 の精霊』 シ リーズが 、他 の作 品 とも影響 しあい なが らた どって きた

変遷 につ い ては、そ の第4巻 を と りあ げた別 論2)の 中 です で に ま とめ て あ

るので、 ここで は タイ トル に関 して言及 す るに と どめ よ う。 『土 地 の精 霊』

シ リーズの タイ トル には、第3巻 以後 、回転 ・往還 ・移動 といった運 動 を表

す 名詞 が選 ばれ る よ うにな った。第3巻 が 「ブー メラン」、投 げ る と回 転 し

なが ら飛 んで手元 に戻 って くる、 オ ース トラ リア原住民 アボ リジ ニの狩猟道

具 の名 であ る。第4巻 が 「トランジ ット」、給 油 や整備 のた めの一 時的 な寄

港や着 陸を指 し、移 動 中 ・通 過中 とい うイマー ジュを持 つ。 そ して第5巻 が

「ジヤイ ロス コープ」。

 ち なみに、 ジ ャイ ロス コープ とは、回転儀 ともい い、 もとも とは フー コー

に よって(あ の有 名 な振 り子 と同様 に)地 球 の 自転 を証 明す るた めに考案 さ

れ た、独楽 の よ うな装置 であ る。独楽 の軸 を輪環 が支 え、 さらにそれに垂直

面 と水平面 で直 角を なす よ うな可動 的 な輪環 が組み合わ された もので、 この

装置 を回転 させ る と、独 楽の軸 は空 間 に対 して一定 の位 置を保つ。 これ を応

用 して、飛行機 や船舶 が方向 を測 った り、揺 れや傾斜 を調整す る装 置が生 ま

れ た。

 最 終巻 に、 この よ うな回転運動 を し続 ける ことによ って位置 を知 らせ る装

置 の名 をつ けたの は、 『土 地 の精 霊』 シ リーズに完結 とい う閉 じた構造 を与

えまい とす る意 図 の現 れの一つ であ ろ う。 いかに も ビュ トール らしい価値観

の窺 える、 タイ トルの選択 で ある。

 『ジ ャイ ロス コープ』の書 物 の フ ォーマ ッ トは、第4巻 『トラソジ ッ トA

一 トラン ジ ッ トB』3)と 同 じ横 長 の形 を して い る。 まるで二冊 の書物 を、片

方 を上 下逆 さに して貼 り合わせ た よ うにな って いる ところも、 そ っ くりであ

る。 つ ま り中央 の ページか ら先 は、前半分 とは印字 が上 下逆 さまに なってい

る。 二つ の表紙(表 裏 の関係が相対 的 なので裏表紙 とい うものは存 在 しない

ことに なる)の うちの一方 に は、GYROSCOPEと い う文字 がLE GﾉNIE

DU LIEUよ り大 き く印字 され、表題 の下 には小 さ くPORTE CHIFFRES
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                           ノ

(数 字 の門)と 書 かれて いる。 も う一方 には、今度 はLE GENIE DU HEU

とい う文字 の方 がGYROSCOPEよ り大 き く印字 され て い て、表 題 の下 に

はENTREE LETTRES(文 字 の入 口)と あ る。(図 版1)

 どち らの側 か らで もペ ージを開 くと、横長 のペ ージは左半分 と右半分 の二

つ の段 に別れ てい る。つ ま り、見開 きにす る と全部 で四つの段 を 目の前 にす

る こ とに な る。(図 版2)各 々の 段 はCanal(チ ャ ン ネ ル)と 呼 ぼ れ る。

PORTE CHIFFRES(数 字 の門)と 書 か れ て いた 表 紙 の 側 に 属 す る部 分

(そ の表 紙 か ら本 の中央 ペ ージまで)で は、 それ らのチ ャ ンネ ル は、左 か ら

Canal 1、 Canal 2、 Canal 3、 Canal 4と 数 字 の名 前 が つ い て お り、

ENTREE LETTRES(文 字 の入 口)と 書 かれて いた表紙 の側 に属す る部分

では、左か らCanal A、 Canal B、 Canal C、 Canal Dと ア ル ファベ ッ トの

名前 がつ いてい る。

 各 々の チ ャソネル には、ち ょうどテ レ ビのチ ャソネルに おけ る番 組 の よ う

に、い くつ かのProgramme(プ ログ ラム)が あ る。 しか しそ れ らの プ ログ

ラムは、一 つの チ ャソネ ルに のみ属 して い るので は な く、 い くつ か の別 の

チ ャンネルに  も ちろん数字 チ ャンネルか ら文字 チ ャンネルに も  飛 び

移 りなが ら進 行 してい く。 この書物 全体 には、 この よ うなプ ログ ラムが八つ

含 まれ てい る。 読者 は一 つの プ ログラムをチ ャンネルを移 りなが ら最後 まで

追 いか けてい くこともで きるが、途 中 のページで視線 を横 にず らせ ぽ、す ぐ

横 のチ ャンネルで進行 中の別 の プログラムに乗 り換 えるこ ともで きる。複数

の プログ ラムに眼 を走 らせ なが ら、ペ ージをめ くってい くとい うよ うな こと

も可能で ある。 ち ょ うどテ レ ビのチ ャンネルをザ ッピングす るの とよ く似 て

い る。 ビュ トール 自身 がア ソ ドレ・ク ラヴ ェル との対談 の中で、zapperあ る

いはzappingと い う言葉 を用 いてそ れ を説 明 して お り4)、 加 えて一般 論 と

して も能動的 なザ ッピングを称揚 して いる5)。

 八 つの プ ログラムには、それぞ れ タイ トルがつ いてい る。各 プログラムが

どの よ うにチ ャンネルを移 って進 行 してい くか を、 タイ トル と共 に示 してみ

よ う。
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〈見 者>Voyant

〈幻 視>Vision

〈変 身>Avatar

〈 ミ ノ タ ウ ロ ス>Minotaure

〈空>Ciel

〈ピ ラ ミ ッ ド>Pyramide

〈天 文 台>Observatoir

〈カ タ イ=中 国>Cathay

チ ャンネル1→B→2→D→3→C

チ ャンネルA→2→B→4

チ ャンネル2→A

チ ャンネルB→3→D→1

チ ャンネル3→B→2

チ ャンネルC→2

チ ャンネル4→A→C→3

チ ャソネルD→1→C→B→4→3→A

     →2

 この 中で、〈ミノタウロス〉 とい うプ ログ ラムの中に、 『ピカ ソ=迷 宮』 の

テクス トが使わ れ、 さ らに他 の テクス トも加 えられ て、一つ のプ ログラムを

形成 して いるのだが、それ につ いては後 で述べ て い くことに しよ う。

 『土地 の精霊 』 シ リーズ では、第2巻 以 降 は、 この よ うに複 数 のテ クス ト

が それぞれ書物 の あち こち に移行 しなが ら(移 行 の様式 は各巻 で違 ってはい

るが)続 いてい くとい う形 を とって きた。 そ して、 それ らの 〈テ クス ト=系

列〉 はそれ ぞれが どこかの土地 と結 びつ け られ ているのが常 であ った。

 第5巻 で もそれ はほ ぼ踏 襲 され てい る。 ただ し、 〈ミノタ ウ ロス〉 と 〈見

者〉 だ けは、土地 とい う以上 に人 と結 びつ いてお り、その人 を介 して土地 が

呼 び起 こされ る。〈ミノタ ウ ロス〉 は当然 ピ カ ソで あ るが、〈見 者〉 は アル

チ ュール ・ランボーであ り、従 って、 ア ビシニアを中心 に、 パ リ、 シ ャルル

ヴィル、 ロン ドンな どの土地 が登場 す る。 その他 の プログ ラムにつ いて、そ

れ ぞれ対 応す る主 な土地 を大 まか に示す な らぽ、〈カタイ=中 国〉 は北 京、

〈天文 台〉 はデ ンマ ークのエル ス ヌール、〈ピラ ミッ ド〉 は メキ シ コのかつて

のマ ヤ帝 国の地域、〈空〉 はパ リの ヴィレ ッ ト、〈変 身〉 は カソボジアの アン

コール、〈幻視〉 は ベルギ ーのナ ミュール であ る。 そ して、 この第5巻 は シ

リーズ最終巻 で あるだけ に、各 プログ ラムはそ こに登場す る土地や 人物 を介

して、 これまでの いず れか の巻 に、 さ らには 『土地 の精霊』 以外 の作 品 とも

通 底す る とい う広 が りが仕掛 け られ てい る。 しか しなが ら、本論 の中で は、
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各 プ ログラムの詳 細 につ いて論 じるい とまはない。 ここで は、論考 の対象 を

〈ミノタ ウロス〉 とい うプ ログ ラムに しぼ って い くことに しよ う。

        II プ ログ ラム 〈ミノ タウ ロス〉の概要

 プ ログラム 〈ミノタ ウロス〉 は、前 節で示 した よ うに、四つ のチ ャンネル

を移動 しなが ら進 行す る。最 初か ら三 つ 目まで、す なわ ちチ ャンネルBと3

とDに は、 「ピカ ソ=迷 宮」 と名付 け られ た テク ス トが、三 つに分 け られ て

入 ってい る。最後 のチ ャンネル1に 入 っているのは、新 しく加 え られた 「ス

ザ ンナの鏡」Miroir de Suzanneと い うテクス トで ある。 以下 に、 その配分

を 明 らかに してみ よ う。

〈ミ ノ タ ウ ロ ス1>

〈ミ ノ タ ウ ロ ス2>

〈ミ ノ タ ウ ロ ス3>

〈ミ ノ タ ウ ロ ス4>

チ ャソネルBに 所 属 「文字 の入 口」8-38ペ ー ジ

 「ピカ ソ=迷 宮」 第1章 ～第2章

チ ャンネ ル3に 所 属 「数字 の門」45-97ペ ー ジ

 「ピカ ソ=迷 宮」第3章 ～第5章

チ ャンネ ルDに 所 属 「文字 の入 口」129-171ペ ー ジ

 「ピカ ソ=迷 宮」第6章 ～第7章

チ ャンネル1に 所 属 「数字 の門」166-200ペ ー ジ

 「スザ ンナの鏡」

 〈ミノタ ウ ロス1>か ら くミノタ ウ ロス3>を 形 成 して い るの は 『ピ カ

ソ=迷 宮』 を書 き直 した、新 しい ヴ ァー ジ ョンであ る。 『ピカ ソ=迷 宮』 は、

当初 はパ リの ピカ ソ美 術館 について の映 画の シナ リオ になるはずで あ った も

のが書物 の形 で発表 された もので、 タイ プを異 にす る五つ の、別hの 名のつ

いた ナ レーシ ョン(当 論文 ではそれ を第1か ら第5の 「声部」 と呼 ぶ ことに

していた)に よって構成 され て いた ことを思 い出 してお こ う6)。 その一 つ

の声部 をい くつ かの連 に分 ける区切 り方 や、声部 の並べ方や順番 な どに関 し

て は、新 しい ヴ ァージ ョンには、所 々変 更が あ り、声 部 に よって は若干 の書
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き加 えや削除 も見 られ る。 しか しそれ以上 に注 目す べ き点 は、そ こに新 た に

Le Comparateur(比 較 者)と い う、 も う一 つの声部 が生 まれ てい る ことで

ある。 さらに声 として の名前 がつ いていない新 たな部分 も加 えられ てい る。

 そ の新 しい声部 を、第6声 部 と呼ぶ ことに しよ う。 この声 部 は、 ア リア ド

ネに加>xて 、 ギ リシャ神話 の登場人物 ダナ エ と、聖 書 の登場 人物 スザ ンナの

物語 を題 材 に した詩 形式 のテ クス トであ る。 もともとこのテ クス トは、 ジ ュ

ネー ヴの画家 ジ ャン=クR一 ド・プ レー トルJean-Claude Pr黎reが 、 ア リア

ドネ とスザ ンナ とダ ナエ をテ ーマ と して描 いた連 作 のた め に、 ミシ ェル ・

ピュ トールが書 いた 「絡 み合 った 三人 の女」Tois femmes enlac馥sと い う

詩作 品であ る ことが、<ミ ノタ ウロス2>の 最 後 のペ ージで解説 され てい る。

他 の声部 と同様 、声 につい ての注釈 が あ り、「スポ ッ トライ トが 色を変>xる

よ うに、い くつ かの外 国なま りが かぶ さる」 とい う指示 がな され てい る。 こ

の詩 は、三人 の女 がそれ ぞれ一人称 で語 るよ うな形 式 を とって いるが、第6

声 部 の名 はあ くまで男性単数形 のLe comparateurで あ る。 声部 の名 として

総称 的 に用 い られて いるのだ ろ うが、同一 の男性の声 で語 る設定 にな ってい

る とも考 ，xられ る。 しか もそ こに外 国な ま りがかぶ さるので あるか ら、二重

の異化 が行わ れ る ことにな ろ う。 「比較 者」 とい う名 にふ さわ し く、 テ クス

トに対 して、声 に よる距 離が仕掛 け られ てい る。 また 、一方で は、外 国 なま

りは、 ピカ ソの時代 のパ リの文化 が、多 くの外 国人 に よって活性化 され てい

た ことを映 し出す効果 もあ るだ ろ う。

 も う一つ の新 し く生 まれた部分 、声の名 のな い部分 は、必ず各 ペ ージの一

番上 に登場 し、他 の声部 よ り何字分 か左側 をあ けた位置 に、 はめ込 まれ てい

る。 これ は、 プル タル コスの 『英雄伝 』 の冒頭 にある 「テセ ウス」 の章 か ら

の引用 で あ る7)。 この部 分 は、第1声 部 の も とにな って い る ク レタの伝承

を客 観的 に述 べて、補強 す る働 き もむ ろんあ るが、 プル タル コスが、伝承 の

様 々に異 なる ヴァ リア ン トを紹 介 し、検討 して いる ことか ら、 この伝承 を多

角 的 な視点 か ら眺め る ことを我 々に促 して くる。 ち ょうど、 ピカソの複数 の

視 点で描 かれた絵 の よ うな働 きを して いる と言 えよ う。

 さ らに、<ミ ノタウロス4>は 、「ピカ ソ=迷 宮」 とは別 に加 えられた テ ク
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ス ト 「スザ ンナの鏡」 か ら成 ってい る。 とはい え、繋 が りが ないわ けでは な

い。 第6声 部 に登場す るスザ ソナの物語 を、それだ け別に取 り出 して、 今度

は散 文 によって さらに詳 し く語 ってい るのであ る。 その合間 には、第6声 部

の断片 も挟み 込 まれて お り、 この声部 だ けは、「ピカ ソ=迷 宮」 か ら外 に出

て、「スザ ソナの鏡」 にまたが って続 いてい るわ けで ある。

 で は、 その第6声 部 を、 も う少 し細か く観 察 してみ るこ とに しよ う。

III第6の 声

 第6声 部 は、「ピカソ=迷 宮 」のすべ ての章 に登場 す る。先 に述べ た通 り、

この第6声 部 のテ クス トは 「絡み 合 った三人 の女」 とい う詩 であ るが、 そ こ

には 「ア リア ドネの糸」、「スザ ンナの糸」、「ダ ナエの糸」 とい う、互 いに よ

く似 た形式 を持つ、三 つの ユニ ッ トを形作 る詩 が含 まれて いる。第6声 部 の

各連 は八行 の詩 か ら成 って いるが、その三つ の ユニ ッ トは、 いず れ も五つ の

連 で構成 されてい る。

 最 初 の うちは 「ピカソ=迷 宮」 の一つ の章 に、一 つの ユニ ッ トが独立 して

入 って いるが、やが て これ らのユ ニ ッ トは、あた か も糸が ほ ぐれて、別 の糸

とよ り合わ され てい くかの よ うに、次第 に複 雑 に錯 綜 しあってい く。 「ピカ

ソ=迷 宮」 の各章 において、第6声 部が どの よ うに作 られ てい るか を、 以下

に示 してみ よ う。

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

「ア リアドネの糸」 八行一連の形で五連

「スザンナの糸」 八行一連の形で五連

「ダナエの糸」  八行一連の形で五連

「絡み合ったア リア ドネとスザンナ」

 「アリア ドネの糸」 と 「スザ ンナの糸」が一連ずつ交互 に並

 び、あわせて十連

「絡み合ったスザンナとダナエ」

 「スザソナの糸」の四行のあとに 「ダナエの糸」の四行が連
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第6章

第7章

 結 して一連 を形成 し、 この形のものが十連

「絡み合ったダナエ とア リア ドネ」

 「ダナエの糸」 と 「ア リア ドネの糸」が二行ずつ交互に組み

 合わされて一連を形成し、 この形 のものが十連

「絡み合 った三人の女」

 まず三つのユニットが一連ずつ登場 して第3連 までを形成

 「ア リア ドネ」六行 と 「ダナエ」二行で第4連

 「ダナエ」四行 と 「スザンナ」四行で第5連

 「スザンナ」二行 と 「ア リア ドネ」六行で第6連

 「ダナエ」四行 と 「スザ ソナ」四行で第7連

 「ア リア ドネ」四行 と 「ダナエ」四行で第8連 を形成

 さ ら に この声 部 は先 述 の通 り、 「スザ ソナの鏡」 の テクス トに も くい込 ん

でい く。 そ こで は一連 が四行 にな って、第7章 に入 りきらなか った各 ユニ ッ

トの残 りの部 分が絡 み合い、十 四の連 を形成 している。 す なわ ち、 プ ログ ラ

ム全体 を通 して見 る と、三つ のユ ニ ッ トは複雑 に絡み 合い なが ら、それ ぞれ

四回繰 り返 され てい ることにな る。 まさに文 字通 り 「絡み合 った三人 の女 」

であ るが、す で にお馴 染み のア リア ドネ以外 の二人 、スザ ンナ とダナエは、

なぜ 「ピカ ソ=迷 宮」 の中 に導 かれて きたので あろ うか。

 ダ ナエは、ギ リシ ャ神話 に登場 す る、 アル ゴス王 ア ク リシオ スの娘 で、黄

金 の雨 に変身 して忍 び込 んだ ゼ ウス と結 ぽれて、 ペルセ ウスを生む。塔 に閉

じこめ られた ダナエは、幽閉 のテ ーマに よって ダイダ ロス と、その息子 ペル

セ ウスは、飛 翔す る とい う点 でイ カ ロスに、 メ ドゥーサを退治す る とい う点

でテセ ウスに、 とい うよ うに して、 ク レタの伝承 との共通項 を持 ってい る。

一方
、 同 じゼ ウスの子 とい う点 では、多 くの兄弟 がい るが、 と りわ け次 の人

物 が想起 され る。 白い牡 牛 に変 身 したゼ ウス と交わ ったエ ウRパ か ら生 まれ

た、 ラダマ ンチ ュスであ る。 ク レタの三神 王の一人 であ り(ミ ノスもその一

人)、 冥 界 において死者 の審 判官 とな った といわ れ、 時 に ミノスと混 同 され

もす る8)。 前 回の論 述 で もす でに この点 にふれ たが9)、 「ピカ ソ=迷 宮」 で
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描 か れ る ミノスに も、 ラダマ ンチ ュスの イマージ ュが重 なってい る ところが

見 られ る。 こ うしてみ る と、 ダナエ には、「ピカ ソ=迷 宮 」 の中 のテ ーマ体

系 や登場人物 と繋が る部 分が あ るこ とが納得 され るだろ う。

 も う一人 の スザ ンナは ど うであ ろ うか。 彼女 は、旧約聖書 の中の ダニエル

書 第13章10)に 登 場す る、 バ ビロン捕 囚時代 のユ ダ ヤ人 で あ る。裕 福 な評 判

の よい男 ヨアキ ムの妻 で ある彼 女は、二人 の老裁判 官の よ こしまな欲情 を拒

絶 したた めに、二人 に不 貞 の濡 れ衣 をきせ られ て、死罪 にされそ うにな るが、

ダ ニエルに救われ る。 バ ビロンの ユダヤ人 とい う点で、や は り幽閉 のテ ーマ

を見 る ことがで きるが、 ダナエの場合 ほ ど、 テーマ体系 の類似 を見 出す こと

はで きない。 スザ ンナ には、 む しろ詩 の設 定 の中で他の二 人 と絡み あわ され

てい く。

 例 えぽ、詩 の中 の スザ ソナは、貞淑 な妻 で はあ るが、 ダニエ ル とい う若

者 に心 を惹 かれ てい る。三人 の女 は、 いずれ も一 人の男 に心 を奪われ ること

で運命 の変 わ ってい く女た ちであ る。 さらにこのスザ ンナは、 ダニエルにペ

ル セ ウス の イマージ ュをみ とめ、老裁 判 官 た ちに は ミノスの手 先た ち の イ

マ ージ ュを見 てい る。

Et c'est seulement瀝a fin des temps

  que je reconna羡rai Daniel en Pers馥

et dans les vieillards les sbires de Minos

  un instant sorti des enfers classiques ii)

 スザ ソナ はダナエ とア リア ドネに、 こ うして絡 んで くるので ある。 また、

「ピカ ソ=迷 宮」 の中 に と ころ ど ころ 出没 す る 「鏡」 が、 スザ ンナにお い て

は、彼 女が水浴 びをす る泉 として登場 す る。

 一 方 ダナエ は、 この詩 の中で もペルセ ウスを身 ごもるのだが、 その子がや

が て解 き放 ってや るこ とにな る女 として は、 ア リア ドネが イマージ ュされ て

お り(神 話 のな かでペ ルセ ウスが救 うの は アン ドロメダであ る)、 さ らに そ

のペルセ ウスには、 デ ィオ ニ ソスの特 徴 もかいま見 られ る。
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Et c'est seulement au milieu du ciel qu'il reconna羡

  en celle qu'il d�黎 de ses cha絜es

nulle autre que cette Ariane

  dont je lui parle si souvent

qu'il ferait monter parmi les nuages

  dans un cort鑒e de l駮pards et de vignerons iz)

 この よ うに、詩 の構造 ぼか りでな く、詩 の喚起す るイマージ ュに よって も、

三 人の女 は絡 み合わ されて いる。

 また、 「ア リア ドネ の糸」 の中で は、テセ ウスは ミノタウ ロスを殺 した あ

と、 自 らも牛 に変身 して い く。13)先に 指摘 した、第1声 部 にお け る 「兄」 と

テセ ウスの重 層関係 が、第6声 部 の中で よ り明瞭 なイマ ージ ュで描 き出 され

てい るこ とにな る。

 と ころで、先の表 で見 た よ うに、詩 の中の三つ のユ ニ ッ トが絡 み始 めるの

は、 「ピカ ソ=迷 宮」 の第4章 か らであ る。 第4章 が 「女 た ちを捕 らえ る
             ラス メニナス

罠」 とい うタ イ トルで あ り、「女官た ち」の イ マージ ュを借 りて、 ピカ ソを

め ぐる女 たちが描 かれて いた ことを思 い出 してみ る と、神話や伝 承 のなかの

三 人 の女 たちが、突然 現実的 な色合 いを帯 びて くる。 第4章 か ら第5章 あた

りが語 っていた時期 の ピカ ソのまわ りには、 まさに三 人 の女  オ ルガ、マ

リ・テ レーズ、 ドラ  が お り、様 々な葛藤 を演 じていた。 こ うした 点 も頭

のすみ にお きつつ、新 た に生 まれた部分 が、既存 の声部 と織 りなす関 係につ

いて も、探 ってみた い と思 う。第5章 の一部 を モデル として、本論 で既 に取

り上 げた元 の ヴァージ ョンを思 いだ しなか ら、た どってみ よ う。 チ ャソネル

3の91ペ ー ジの終わ りか ら、93ペ ージ ・95ペ ージにかけ ての部 分で ある。

 第1声 部 がテセ ウス とかつ ての 「兄」 の相 似 を語 り、第2声 部 が ニー ムの

闘牛場 を想起 させ るのに続 いて、新 た に挿 入 され た プル タル コスの引用 文が、

テセ ウスに捨 て られ た ア リア ドネが首 を吊 った とい う説 を告 げ る。次 に入 る

第1声 部 は、 「私」=ア リア ドネが 「兄」 との夫婦 ごっこで使 った名前 の一

つが テセ ウスで あった、 とい う例 の くだ りで ある。 その あ とに、 スザ ンナ と
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ダ ナ エの絡 む第6声 部 が二 連加 わ る。そ の二連 目は、つ い先 ほ ど引用 した

「スザ ンナ」 と 「ダ ナエ」 の単位 か らの二箇 所 が(二 番 目の 引用 は上か ら四

行 目まで)結 合 して、一連 にな った もので ある。一 方、第6声 部 の一連 目と

二連 目の間 に は、第2声 部が入 りこんで いて、 マ リ；テ レーズが娘 を生 んだ

こ とを告 げ ている。

 ペ ージが変わ る と、再 び プル タル コスか ら、 ア リア ドネがテセ ウスの子を

二人生 んだ とい う、別 の説 の紹 介。次 に第6声 部 が一連入 り、後半 の四行の

「ダ ナエ」 の部分 で は、ペ ルセ ウス とデ ィオ ニ ソス の重 な りが見 られ る。そ

して最後 に、第1声 部が声 の強 度 を増 して、 ク ライマ ックスの 「ミノタウ ロ

ス殺 し」 の場面 を語 り、第5章 が終了す る。

 こ の よ うに、新 たに加わ った部分 が、 イマージ ュの連鎖 を よ り複雑 に、厚

みの ある もの と してい る。 ク ライマ ックスへ向 か うス ピー ドとス リルはやや

鈍 る感 があ るが、登場 人物た ちがすべ て多層的 な存 在 とな り、 しか もそれ ら

が多方 向に交錯 して、 イマージ ュの交響楽 を奏 で るか のよ うで ある。一 冊の

書物 として、一応完 結 していた はず の 『ピカ ソ=迷 宮』 のテ クス トを、他 の

複数 のテ クス トと混 在す る 『ジャイ ロス コープ』 の一部 とす るた めに、 ビュ

トールは この よ うに変貌 させ 、変奏 してみせた ので ある。

IV 「スザ ンナの鏡」 をめ ぐって

 最 後 に、<ミ ノタ ウロス4>と して、 プ ログ ラムの終 わ りの部分 に据 え ら

れて い る 「スザ ンナの鏡」 に も、少 しふれ てお こ う。

 「スザ ソナの鏡」 も、三 種類 のテ クス ト単位 が混 ざ りあ って出来て いる。

 中 心 をなす のは、先 にふ れた よ うに、聖書 のダ ニエル書第13章 のスザ ソナ

の物語 を元 にして書 かれた テ クス トであ り、聖書 の ヴ ァージ ョンよ りもか な

りふ くらまされ てい る。 ダ ニエル は、予言 の能 力 と音楽 の才の ある若 い学生

となってい る。 さ らに、長老 た ちが捏造 した スザ ンナの不 貞の相手 は、 ダニ

エル を指 している ことが は っき りと書 かれ てお り、疑 いの一 方の 当事 者で あ

るダニエル 自身 が長 老た ちの嘘を あぽ き、彼女 を冤 罪 か ら救 うこ とにな る。
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 こ の スザ ンナの物 語が 、バ ビRソ 捕 囚時代 のユ ダヤ人 の話 で ある ことと響

きあ うよ うに、 も う一つ のテ クス ト単位 は、 旧約聖 書 のエ レ ミア哀歌 の引用

によって形成 されて いる。滅 びさったかつ ての 自分た ちの都 エル サ レムに思

いを残 しなが ら、そ の運命 を嘆 く、追 放 の民 の哀 歌 で あ る。 この単 位 の終

わ った後 には、「スザ ソナ の時 代 のバ ビロンの ゲ ッ トーで は、 こんなふ うに

人 々の嘆 きが響 いて いた」14)とあ る。

 そ して第6声 部 の続 きが、三つ 目のテ クス ト単位 として入 り込 んでい る。

前節 でふれた よ うな イマージ ュの連鎖 ・交錯が、 ここにも持 ち込 まれ るので、

ダニエルに はペルセ ウスの イマ ージ ュが重ね られ、 ダニエルに救われ るスザ

ンナは、ペル セ ウス によって怪 物 の手 か ら守 られ、鎖 を解 かれ るア ン ドロメ

ダ=ア リア ドネ と結 びつ け られ る。

 こ うして、 スザ ソナとア リア ドネの イマージ ュが同調す ると、 バ ビロンと

ク レタが、 さ らには 「ピカ ソ=迷 宮」 の世界 が共 鳴 し始 め る。 この よ うな重

層 を背 景にす る と、先 ほ どのバ ビロンのユ ダヤ人 たち の嘆 きの歌 のなかに、

迷宮 に幽閉 され た ミノタ ウロスや その生け贄た ちの嘆 きぼか りで な く、 スペ

イ ン市 民戦争 の後 に、 国を離れ て異 国で暮 らす流 謫 のスペ イソ人 たち(言 う

まで もな く、 ピカソもその一人で あ った)の 嘆 きも、重 な り合 って聞 こえて

くる よ うで ある。

 「スザ ンナの鏡」 は、テ クス ト内部 には 「鏡」 の テーマ体 系 が強 く現 れ て

こない に もかかわ らず、「鏡 」 とい う語 を タイ トルの中 に持 ってい る。 そ の

理 由は、 ピカ ソの絵 の一 つで描 かれ た、水 の精 が ミノタ ウロスに差 し出す鏡

の よ うに(図 版3)、 この テ クス ト自体 が、 スザ ンナ=ア リア ドネ に よって

「ピカ ソ=迷 宮」 に差 し出 され た 「鏡」 だか らで あ ると言 え よ う。

V 「ジ ャイ ロスコープ』の 中の 「ピカソ二迷宮」

 最後にもう一度、『ジャイロスコープ』全体を視野に入れてみよう。

 『土地の精霊』シ リーズには、様hな 土地が空間的・時間的に捉えられてき

た。第1巻 では地中海世界、第2巻 では北半球、第3巻 では南半球をも含む



図 版1 『ジ ャ イ ロス コー プ亅 の2つ の表 紙

図版2 「ジ ャイ ロス コー プ』 の 見 開 き

図版3 ピカ ソ 「傷 つ いた ミノタ ウ ロス とナ イ ア ス」



図版4 ア ル ル闘.牛.場でfl.加「14i.に座 る ヒ カ ソ

図 版5 制f乍 中 の ピ カ ソ

出 典 ：図 版a、5と も デ イ ヴ ィ ッ ド ・ダ グ ラ ス ・ダ ア カ ン(fyIitと 文)

  rピ カ ソ と ジ ャ ク リー ヌ.]造 形 社 ジ ャ パ ン 、1988.
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と い うよ うに範 囲を広げ、第4巻 では両半球 を複数 の視点 で捉 える ことが試

み られ た。 第5巻 で も、 ヨー ロ ッパ、 ア ジア、 ア フ リカ、 ア メ リカの四大陸

にわた る土 地が登場 す る とい う点で はそれ らの延長 上 にあ るが、 これまで に

は無 い要 素 も含 まれて いる。

 作 者 を思わせ る 「私」 と名乗 る話者 が、 どの プログ ラムに も登場 せず、各

プ ログ ラムの ナ レー シ ョンの視 点が常 に相対的 であ る とい うこ とも、第5巻

の特徴 の一 つ であ る。 ジ ャイ ロス コー プの軸が空 間上 に とる位 置 が、移 動す

れ ぽ場所 に よって変 わ る相対 的 なものであ る ことと、それ は通 じてい るよ う

で あ る。 また、 この書物 の構造 に も適 合 させ た選択 で あろ うと思 われ る。

ビュ トール は、各 プ ログ ラムを、互 いにそ こか ら他の プ ログラムを観 察で き

る よ うな 「一種 の展望台」15)とい う言 い方 で表現 して いる。

 さ らに、 も う一 つの重要 な特 徴 について、 ビュ トール 自身が語 ってい る言

葉 に も注 目してみ よ う。

 Si Transit est construit comme une pyramide， Gyroscope， lui， a la

forme d'un labyrinthe. Avec des portes pour s'馗happer vers l'univers.

C'est le premier livre o�'essaie vraiment de me d騁acher de la

terre.ls)

 こ れ まで、地球 の上 を経巡 って きた 『土 地 の精 霊』が、初 め て宇宙 へ 向

か って飛 び立 つ方 向性 を与>x.ら れ た とい うこ とで あ る。確 か に、『ジ ャイ ロ

ス コー プ』 の テクス トには、天文台 、天文学者 、 プラネ タ リウムをは じめ、

様 々な時代 の天文学 を表す要素 や、 天空 に向 か う想像力 を示 す要素 がち りば

め られ てい る。 そ してそれ が、時 には複 数の プ ログラムが互 い に越境 しあ う

(例 えぽ 〈天文 台〉 と 〈空〉 の プ ログ ラムの よ うに)契 機 として も働 いて い

る。

 『ジ ャイ ロス コー プ』 の一 部 を成す 「ピカ ソ=迷 宮」 で も、 イ カ ロスや ダ

イダ ロスが、 そ してペ ルセ ウスが、飛 翔の テーマに よって、そ うした要素 を

表現 していた。 さらには、迷 宮 自体 が、決 まった場所 を持 たず、地 を這 い、
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空 を飛 ぶ存 在 と して描 かれ て さえい た。 しか も ビュ トール は 『ジ ャイ ロス

コー プ』 を、「天空 に向 か う脱 出 口を持つ迷 宮」 にた とえてい る。 そ うだ と

すれ ぽ、「ピカ ソ=迷 宮」 は 『ジ ャイ ロス コー プ』の 中 には め込 まれ た、そ

れ 自身 を表 す雛形 であ る ことになろ う。 それ は また、『ジ ャイ ロス コープ』

とい うさらなる迷 宮が密 かに差 し示す 、最 も誘惑 的 な入 口なので はあ るまい

か。

 地 球 の 自転 を証 明す るた めに考案 された ジ ャイロス コー プは、地球 の似姿

で もあ る とい う。 『ジ ャイ ロス コープ』 とい うこの書物 も、土地 の精 霊 た ち

の響 き交 わす声 を乗 せて、 自ら回転 しなが ら同時 に宇宙 を回転移動 し続 け る

地球 を表 している と言 えるだろ う。

終章 迷宮の魅力

 当 論 文 で も何度 か引用 した 『履 歴書』Curriculum vitaeと 題 す る対談 集で、

『土 地 の精 霊』最 終巻 の極 めて おお まかな説 明を して いた ビュ トールが、最

後 に、 ピカ ソとランボーに関す るテクス トも含 まれ ている と言 うと、対 談の

相手 ア ン ドレ・クラヴ ェルは、す か さず こ う問いか け る。 「なぜ ピカ ソなので

すか?」

 こ の クラヴ ェルの率直 な反応 は、 なかなか興味深 い。 ランボ ーで もな く、

その ほかに いろいろあが っていた人名 や地名 で もな く、彼 が真 っ先 に聴 こ う

とした のは、 ピカ ソが題材 に選 ぼれ てい る理 由なので ある。 確か に ランt一

につ いては、 ピュ トール は一冊 の評論 を初め い くつ ものテクス トを発表 して

い るのでi選 ぼれ るの は当然 とい う感 が あ る。 しか しそ の他 の名前 を押 し

や って、 まず 「なぜ ピカ ソなのか」 とい う問が発 せ られ た とい うことは、や

は りビュ トール とピカ ソとい う取 り合わ せが、彼 に とって驚 きで あったか ら

に他 な るまい。 ク ラヴ ェルに限 らず、 その二つ の名前 を よく知 る人 の多 くが、

同 じ反応 をす るに違 いな い。 当論 文序章 で も、 ま さにそ の点か ら記述 を開始

した のであ った。

 そ の二 つ の名前 には どの よ うな デ ュエ ッ トが 可能 な のか、 ビュ トールに
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と っ て ピカソとは ど うい う存在 なの か、本論で(と りわ け前 回 まで の 『ピカ

ソ=迷 宮』 につ いての論述 で)述 べ てきた ことは、その まま クラヴ ェルの問

に対す る答 えにな るだ ろ う。 さらに、『ピカ ソ=迷 宮』 が 『土地 の精霊』 最

終 巻の なかに転生 してい るさまが、 その答>xを 補強す るこ とに もなってい る。

ここで それ らを まわ りくどくま とめ る よ うな無粋 をおかす よ りも、 ビュ トー

ルの簡潔 に して洒脱 な答 えを引いて お こ う。

 Parce qu'il est， comme moi， obs馘駱ar la figure du labyrinthe， le

meurtre du Minotaure， toutes ces histoires de sacrifices. Picasso me

facine aussi parce qu'il n'a cess� de renouveler son inspiration.

J・aimerais pouvoir rivaliser avec lui!17)

 自分 の イ ンス ピ レーシ ョソをた>xず 新 た な もの に し続 け た ピカ ソと張 り

合 ってみ たい とは、 ビュ トール もまた 「晩年 」 とい う言葉 の似 合わ ない人で

あ る。

 さて、『ピカソ=迷 宮』の最後は、再び鉄格子が閉 まるシーンで終わ る。

映像の上では、 これは美術館の収蔵庫の鉄格子のはずであるから、最後 に閉

めなけれぽならないのは当然 とも言>xよ うが、そこに重ね合わされてきた、

イマージュとしての迷宮 もまた、閉 じてしまうのだろうか。 しか しその迷宮

は、第1声 部の語 る迷宮であるぼか りではなく、五つの声の重唱が立ち上げ

てきた、「ピカソとい う名の迷宮」である。 まさに、この書物のタイ トルが

それを示 していたのである。

 その迷宮 に分け入るための糸は、第3声 部で ピカソの休みない制作ぶ りを、

途絶>xる ことのない糸にた とえていたのを思い出してみれぽ明らかなように、

映像に映 し出される作品たちであり、同時にそこに聞こ>xて くる、様hな 次

元でのピカソを語 る一つ一つの 「声」たち以外ではないだろ う。 しかしその

糸はまた、鉄格子の向 こうに誘 い込み、た どってい くうちに絡みつ き、逆に

人を踏み迷わせる糸でもある。だが、迷宮 とい うものの魅力は、まさに迷 う
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ことによってのみ、逆説的に体感 し得るものではないだろうか。 しかも、迷

宮それ自体は、人を幻惑 しつつ も、同時に解かれることを求め、探求へ と誘

う構造を内包 しているものである。

 そ して この迷宮は、すでに一度引用 した ピュ トールの言葉を借 りれぽ、

「天空に向か う脱出口を持つ迷宮」であったはずだ。鉄格子の閉まる直前に

スクリーソに浮かぶ ことになっている、 ピカソの作品が周囲にぐるりと飾 ら

れた闘牛場のイマージュは、その脱出 口から抜 け出してきたのであろうか。

そ うだとすれぽあの闘牛場 は、空の上のいず こかにあることになるだろう。

 ビュ トールが、 ピカソ論をほとんど書いてこなかったのは、彼がピカソに

惹かれる部分が、あれ これの作品であるとい う以上に、ピカソの創作活動全

体、その方法論 ・想像力 ・価値観などを含めた全体であったからであり、い

わゆる評論の形式では、 自分のピカソに対す る興味の幅を捉えきれなかった

からではないだろ うか。本論で もとりあげた評論の他には、作品論の類 も書

いていないことが、それを示 しているように思 う。そして、様 々な新しい表

現形式の模索を経た後に、ようや く自分にとっての魅力あるピカソを、 自ら

の主要 なテーマの一つである 「迷宮」 として表現す る方法を、練 り上げるこ

とができたのである。

 その意味では、『ピカ ソ=迷 宮』は、 ビュトールが ビュトール独 自の方法

によって書 き上げた、類 まれな 「評伝」であると言>xる だろう。   (了)
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